
現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

6,181 4,036 1,025 1,119

・コロナ禍で妊
娠、出産、育児を
経験し交流機会の
少ない保護者への
対応として、制限
緩和に伴い来館の
継続、相談への迅
速な対応を重視。
・制度の周知、情
報の提供

子ども・子育
て支援交付金

子ども・子育
て支援交付金 ・来館時の育児

相談情報提供利
用341件。
・継続した来館
が増えたこと
で、相談に至ら
ない軽い不安で
終わるケースも
あり。

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）

令 和 5 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 1 ともに歩み笑顔が輝くまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 1-1 子育て支援の充実
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

施策 1-1-1 子育て支援・子育て環境の充実
事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

子育て中の不安を解消するための日常的な相談や情報提供については、欠くことができないことから、現状継続とする。

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

子ども子育て利用者
サービス支援事業

子育て中の保護者等に、教育・保育施設
や地域の子育て支援事業等の情報を提供
するとともに、必要に応じて相談・助言
等を行う。また、子育てガイドを配布す
る。

子育てコーディネーター　2人
子育て相談　312件
幼稚園・保育園情報提供　90件
乳幼児健診訪問　0件
・コロナウイルス感染症拡大予
防対策により、乳幼児健診訪問
は中止。

現状継続 現状継続

担
当
課



現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

5,899 1,934 1,934 2,031

・協力会員数70
名以上を維持。
・制限緩和に伴
い、コロナウイ
ルス感染症拡大
予防対策を徹底
し、健康観察を
徹底した上で、
安心した相互援
助活動を実施。

子ども・子育
て支援交付金

子ども・子育
て支援交付金 ・協力会員数は

R3年度と横ば
い。　・全依頼
件数は1709件で
R3年度より約
500件増加し、
送迎依頼は約
200件、預かり
依頼は約160件
増加。

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）

令 和 5 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 1 ともに歩み笑顔が輝くまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 1-1 子育て支援の充実
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

施策 1-1-1 子育て支援・子育て環境の充実
事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

子育て中の親子や共働きの家庭が安心して子育てや仕事ができるように、子どもを預かる地域援助活動は今後も必要であることから、現状継続とする。

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

ファミリー・サポー
ト・センター事業

子育て中の保護者で児童の預かり等の援
助を受けたい会員と、援助を行いたい会
員との相互援助活動に関する連絡、調整
を行う。また、ひとり親家庭等に対し、
利用料の一部を支援する。
1歳未満のお子さんがいる子育て世帯の経
済負担の軽減と出産後の育児支援を目的
に、利用無料券を配布する。

コーディネーター　2人
サブリーダー配置　4人
協力会員講習会6～7月　期間８
日
登録者数　1,065人
協力会員　78人　両方会員　24
人
利用会員　963人
ひとり親家庭等助成　　17件

現状継続 現状継続

担
当
課



現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

8,480 2,991 2,991 2,498

・制限緩和に伴い、
感染拡大予防対策を
徹底した上で、親子
の安心した遊び場、
相談、交流の場とし
て、来館促進と継続
利用を目指す。
・目標利用親子延人
数R３年度上回る
7000人
・相談機能の強化で
親の育児不安解消。

子ども・子育
て支援交付金

子ども・子育
て支援交付金 ・段階的な制限解

除を実施。利用人
数はR3年度より約
60％増加。
・子育相談件数
341件でR4年度よ
り約20件増加に留
まるが、不安を抱
える親子の継続し
た来館は増加し経
過は把握。

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）

令 和 5 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 1 ともに歩み笑顔が輝くまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 1-1 子育て支援の充実
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

施策 1-1-1 子育て支援・子育て環境の充実
事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

子育て中の親子が気軽に集い、相互交流や子育ての不安、悩みを相談できる場を提供することが必要なことから、現状継続とする。

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

地域子育て支援セン
ター運営事業

子育て中の親子が集う場所を運営し、乳
幼児及びその保護者が相互の交流を行
い、子育てについての相談、情報の提
供、助言等の援助を実施する。

利用親子延べ人数　8430人
子育て講座回数　27回
子育て講座参加延べ人数　371人
子育て支援ランド　10月実施
4月～：利用者を市民限定、要電
話予約定員制、時間制限あり。
5月～：段階的に利用時間を延長
し時間制限を緩和。
3月～：市民電話予約不要。市外
者電話予約で行事日以外受け入
れ再開。

現状継続 現状継続

担
当
課



現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

60 60

コロナウイルス
感染症拡大予防
対策の徹底と、
あいあいの制限
緩和状況と会員
の健康観察を優
先しながら、実
施し、会員数を
維持する。

感染拡大予防対
策を講じなが
ら、あいあい玩
具の消毒、子育
て支援ランド記
念品玩具制作を
実施。年明けは
昔遊びの伝承、
桜餅作りの伝承
を行い、交流機
会を設けた。

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）

令 和 5 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 1 ともに歩み笑顔が輝くまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 1-1 子育て支援の充実
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

施策 1-1-1 子育て支援・子育て環境の充実
事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

子育て中の親子とシルバー子育てサポーターとの交流により、地域で安心して子育てを行うとともに、子育ての継承が図られることから、現状継続とす
る。

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

シルバー子育てサ
ポート事業

乳幼児の健やかな成長を支えるため、豊
かな経験や知識を持つ60歳以上の市民ボ
ランティアが、生活の知恵や昔あそびを
子育て中の親子に伝承する。

サポーター登録者数　20人
活動日数　18日
延べ活動者数　144人
4月～5月：新型コロナウイルス
感染症拡大予防対策のため活動
休止　　　6月～：感染拡大予防
対策を徹底し、月2回活動再開
（玩具消毒、子育て支援ランド
記念品玩具制作）
1月：昔遊び講座実施（7名参
加）　　　　　　2月：桜餅作り
方伝承（8名参加）
（実演、実食なし）

現状継続 現状継続

担
当
課


